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平 成平 成平 成平 成 1 41 41 41 4 年 度年 度年 度年 度     拡 大 理 事 会 抄 録拡 大 理 事 会 抄 録拡 大 理 事 会 抄 録拡 大 理 事 会 抄 録     
 
日 時 ： 平 成 1 4 年 4 月 2 0 日 （ 土 ） Ｐ Ｍ 1 3 : 0 0 ～ 1 6 : 1 0  
場 所 ：（ 社 ） 日 本 作 業 療 法 士 協 会 7 階 会 議 室  
出 席 ： 杉 原 （ 会 長 ）、 佐 藤 （ 剛 ）、 中 村 （ 春 ）（ 副 会 長 ）、

荻 原 （ 事 務 局 長 ）、 冨 岡 、 長 谷 川 、 古 川 （ 監 事 ）、 香

山 、 鶴 見 、 中 村 （ 茂 ）、 早 川 （ 昭 ）、 日 垣 、 比 留 間 、

深 川 （ 常 務 理 事 ）、 岩 瀬 、 大 丸 、 片 岡 、 徳 永 、 長 尾 、

山 根 、山 本（ 理 事 ）、石 塚 、浅 井 、小 林 、三 沢 、服 部 、

塚 原 、 東 、 松 房 、 星 、 岩 崎 、 市 川 、 佐 竹 、 早 川（ 宏 ）、

千 島 （ 部 ・ 委 員 長 ）、 大 嶋 （ 士 会 連 絡 協 議 会 長 ）  
            
Ⅰ 審 議 事 項Ⅰ 審 議 事 項Ⅰ 審 議 事 項Ⅰ 審 議 事 項     
１ ．１ ．１ ．１ ．     賛 助 会 員 の 件賛 助 会 員 の 件賛 助 会 員 の 件賛 助 会 員 の 件 （ 事 務 局 長 ） 4 月 1 日 現 在 賛 助 会 員 状

況 Ａ 会 員 6 件 、 Ｂ 会 員 1 7 件 、 Ｃ 会 員 6 3 件 、 Ｃ 会 員 個

人 1 0 件 。オ ッ ト ー ボ ッ ク ・ ジ ャ パ ン 株 式 会 社 よ り Ｂ 会

員 と し て 申 請 が あ っ た 。     → 承 認     

    

２ ．２ ．２ ．２ ．     平 成平 成平 成平 成 1 41 41 41 4 年 度 予 算 案 の 修 正 に つ い て年 度 予 算 案 の 修 正 に つ い て年 度 予 算 案 の 修 正 に つ い て年 度 予 算 案 の 修 正 に つ い て （ 石 塚 財 務 部 長 ）

事 業 費 の 保 健 活 動 費 、 予 備 費 に つ い て 修 正 、 支 出 合 計

に つ い て の 変 更 は な し 。 繰 越 収 支 差 額 、 収 入 合 計 、 次

期 繰 越 額 を 修 正 。       → 承 認      

                     

３ ．３ ．３ ．３ ．     都 道 府 県 作 業 療 法 士 会 と の ネ ッ ト ワ ー ク に つ い て都 道 府 県 作 業 療 法 士 会 と の ネ ッ ト ワ ー ク に つ い て都 道 府 県 作 業 療 法 士 会 と の ネ ッ ト ワ ー ク に つ い て都 道 府 県 作 業 療 法 士 会 と の ネ ッ ト ワ ー ク に つ い て（ 岩 瀬

調 査 部 担 当 理 事 ） 大 阪 府 、 北 海 道 、 福 島 県 、 愛 媛 県 、

岐 阜 県 を モ デ ル 士 会 と し て 選 定 。 ６ 月 に 詳 細 説 明 を 行

う 予 定 。 部 ・ 委 員 会 か ら 調 査 部 担 当 を 決 め て 調 査 部 長

ま で 連 絡 す る 。   → 承 認                  

 
４ ．４ ．４ ．４ ．     W F O TW F O TW F O TW F O T 教 育 最 低 基 準 案 へ の 意 見教 育 最 低 基 準 案 へ の 意 見教 育 最 低 基 準 案 へ の 意 見教 育 最 低 基 準 案 へ の 意 見 （ 佐 藤 （ 剛 ） 副 会 長 ）

第 1 稿 を 配 布 し そ れ に 対 し て 寄 せ ら れ た 意 見 、 提 案 を

検 討 委 員 会 で と り ま と め た も の を W F O T に フ ィ ー ド バ

ッ ク す る 。 6 月 の 代 表 者 会 議 で 各 国 か ら の 意 見 を 集 約

し 、 第 2 稿 が 出 さ れ る 。   → 承 認   

 

５ ．５ ．５ ．５ ．     「 心 神 喪 失 等 の 状 態 で 重 大 な 他 害 行 為 を 行 っ た 者 の 医「 心 神 喪 失 等 の 状 態 で 重 大 な 他 害 行 為 を 行 っ た 者 の 医「 心 神 喪 失 等 の 状 態 で 重 大 な 他 害 行 為 を 行 っ た 者 の 医「 心 神 喪 失 等 の 状 態 で 重 大 な 他 害 行 為 を 行 っ た 者 の 医

療 及 び 観 察 等 に 関 す る 法 律 （ 案 ）」療 及 び 観 察 等 に 関 す る 法 律 （ 案 ）」療 及 び 観 察 等 に 関 す る 法 律 （ 案 ）」療 及 び 観 察 等 に 関 す る 法 律 （ 案 ）」 に 対 す る 精 神 保 健 従 事に 対 す る 精 神 保 健 従 事に 対 す る 精 神 保 健 従 事に 対 す る 精 神 保 健 従 事

者 団 体 懇 談 会 声 明 へ の 連 名 に つ い て者 団 体 懇 談 会 声 明 へ の 連 名 に つ い て者 団 体 懇 談 会 声 明 へ の 連 名 に つ い て者 団 体 懇 談 会 声 明 へ の 連 名 に つ い て （ 早 川 （ 昭 ） 精 神 障

害 問 題 担 当 理 事 ） ① 精 神 障 害 者 に 対 す る 医 療 ・ 保 健 ・

福 祉 の 充 実 。 ② 再 犯 の お そ れ の 予 測 困 難 性 、 司 法 に よ
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る 処 遇 決 定 に 含 ま れ る 予 防 拘 禁 の 恐 れ 。 ③ 現 状 の 問 題

点 （ 簡 易 鑑 定 を 含 む 起 訴 猶 予 処 分 前 後 の 不 透 明 性 、 措

置 入 院 の 在 り 方 、 留 置 ・ 拘 置 ・ 受 刑 等 の 場 に お け る 精

神 科 医 療 の 不 十 分 性 ） 以 上 3 項 目 を 柱 と す る 精 従 懇 の

声 明 文 に 協 会 と し て 連 名 す る 。   → 承 認  

 

６ ．６ ．６ ．６ ．「 痴 呆 に 対 す る 作 業 療 法 検 討 委 員 会 」 委 員 長 推 薦 に つ い「 痴 呆 に 対 す る 作 業 療 法 検 討 委 員 会 」 委 員 長 推 薦 に つ い「 痴 呆 に 対 す る 作 業 療 法 検 討 委 員 会 」 委 員 長 推 薦 に つ い「 痴 呆 に 対 す る 作 業 療 法 検 討 委 員 会 」 委 員 長 推 薦 に つ い

てててて （ 会 長 ） 委 員 長 を 香 山 理 事 に 依 頼 す る 。   → 承 認     

 

７ ．「７ ．「７ ．「７ ．「 作 業 ― そ の 治 療 的 応 用 」 編 集 責 任 者 に つ い て作 業 ― そ の 治 療 的 応 用 」 編 集 責 任 者 に つ い て作 業 ― そ の 治 療 的 応 用 」 編 集 責 任 者 に つ い て作 業 ― そ の 治 療 的 応 用 」 編 集 責 任 者 に つ い て （ 塚 原 事

業 部 長 ） 編 集 責 任 者 を 岩 瀬 理 事 に 依 頼 す る 。 2 0 0 3 年 3

月 刊 行 予 定 。    → 承 認  

  
８ ．８ ．８ ．８ ．     第第第第 3 73 73 73 7 回 総 会 次 第 に つ い て回 総 会 次 第 に つ い て回 総 会 次 第 に つ い て回 総 会 次 第 に つ い て（ 千 島 総 会 議 事 運 営 委 員 長 ） 

2 0 0 2 年 5 月 3 0 日 （ 木 ） 1 6 : 1 5 ～ 1 8 ： 2 0  広 島 国 際 会 議

場 フ ェ ニ ッ ク ス ホ ー ル に お い て 行 わ れ る 。約 5 0 分 の 質

疑 応 答 時 間 を 設 け る 。    → 承 認  

 

９ ．９ ．９ ．９ ．     平 成平 成平 成平 成 1 41 41 41 4 年 度 診 療 報 酬 改 定 に 伴 う 協 会 方 針 に つ い て年 度 診 療 報 酬 改 定 に 伴 う 協 会 方 針 に つ い て年 度 診 療 報 酬 改 定 に 伴 う 協 会 方 針 に つ い て年 度 診 療 報 酬 改 定 に 伴 う 協 会 方 針 に つ い て     

（ 比 留 間 保 健 部 担 当 理 事 ）「 平 成 1 4 年 度 社 会 保 険 診 療

報 酬 等 の 改 訂 」 の 概 要 と 課 題 に つ い て 説 明 。 シ ミ ュ レ

ー シ ョ ン を 後 日 ま と め る 。  

（ 東 保 険 部 長 ）  「 新 旧 点 数 比 較 と 必 要 O T 数 」 に つ い

て 説 明 。  

現 状 に つ い て 臨 床 に 携 わ っ て い る 理 事 よ り 報 告 。  

協 会 の 当 面 の 課 題 ・ 対 応 と し て 1 ) 作 業 療 法 臨 床 実 施 上

の 問 題 、 運 用 や 規 定 解 釈 に 関 す る 疑 義 に 対 し て 、 ① 士

会 連 絡 協 議 会 ・ 各 士 会 と 協 力 の 上 、 改 定 後 6 ヶ 月 間 の

経 過 情 報 整 理 と 典 型 例 提 示  ② 開 設・運 営 の 手 引 き 作 成  

2 ) 作 業 療 法 実 施 理 論 ・ 技 術 の 背 景 の 問 題 に 対 し て 、 卒

後 教 育 と し て 生 涯 教 育 講 座 及 び 研 修 会 の 利 用 に よ る 整

理 ・ 方 向 づ け  卒 前 教 育 と し て ① 管 理 ・ 運 営 関 連 講 義

内 容 へ の 組 み 入 れ  ② 臨 床 実 習 形 態 の 変 化 へ の 対 応  

3 ) 雇 用 へ の 影 響 に つ い て 士 会 連 絡 協 議 会 と の 情 報 交 換

に よ る 実 体 把 握 を 行 う 等 が 考 え ら れ る 。 当 面 の 課 題 ・

問 題 点 を ま と め 、 今 回 の 改 定 に 対 す る 協 会 と し て の 意

見 を 出 せ る よ う に 、 総 合 的 な 検 討 が 必 要 で あ る 。 検 討

す る た め の 担 当 と し て 責 任 者 に 中 村 （ 春 ） 副 会 長 、 担

当 者 に 大 丸 ・ 片 岡 ・ 山 本 の 各 理 事 が 担 当 し 、 出 さ れ た

意 見 を 踏 ま え て 長 期 的 な も の と 当 面 の 課 題 を 整 理 し 、
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各 部 ・ 各 委 員 会 が ど う 対 応 す る か に つ い て 5 月 の 理 事

会 に 具 体 的 な た た き 台 を 提 示 す る 。  → 承 認  

 

Ⅱ 報 告 事 項Ⅱ 報 告 事 項Ⅱ 報 告 事 項Ⅱ 報 告 事 項     
１ ．  平 成平 成平 成平 成 1 31 31 31 3 年 度 決 算 報 告年 度 決 算 報 告年 度 決 算 報 告年 度 決 算 報 告 （ 石 塚 財 務 部 長 ） 1 3 年 度 決 算

を 報 告 。 収 入 ： 2 億 5 , 7 7 1 万 9 , 4 1 3 円 、 繰 越 収 支 差 額

を 含 め た 収 入 合 計 額 : 2 億 6 , 0 4 7 万 5 , 0 1 3 円 。 支 出 ： 2
億 5 , 7 0 3 万 8 , 1 0 0 円 、 当 期 収 支 差 額 ： 6 8 万 1 , 3 1 3 円 、

次 期 繰 越 額 ： 3 4 3 万 6 , 9 1 3 円 。 支 出 合 計 の 中 に 積 立 預

金 5 , 6 0 0 万 が 含 ま れ る 。  
２ ．  回 復 期 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 研 修 会 企 画 に つ い て回 復 期 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 研 修 会 企 画 に つ い て回 復 期 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 研 修 会 企 画 に つ い て回 復 期 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 研 修 会 企 画 に つ い て （ 中 村

（ 春 ） 副 会 長 ） 社 会 福 祉 医 療 事 業 団 長 期 社 会 福 祉 基 金

か ら 研 修 会 に 1 3 年 度 、1 4 年 度 で 3 6 0 万 の 予 算 が あ る 。

昨 年 度 6 会 場 で 開 催 。 今 年 度 は P T 、 O T 、 S T の 3 団 体

共 催 で 開 催 す る 。 年 6 回 、 東 京 ・ 盛 岡 ・ 熊 本 ・ 金 沢 ・

京 都 で 開 催 予 定 。  
３ ．  平 成平 成平 成平 成 1 21 21 21 2 年 度 求 人 状 況 調 査 報 告年 度 求 人 状 況 調 査 報 告年 度 求 人 状 況 調 査 報 告年 度 求 人 状 況 調 査 報 告 （ 服 部 福 利 部 長 ）      

求 人 施 設 数 1 , 9 6 5 施 設 、 求 人 総 数 3 , 0 7 5 人 。 医 療 法 人

が 7 4 . 8 ％ を 占 め る 。調 査 結 果 に つ い て 機 関 誌 ８ 月 号 に

掲 載 予 定 。                （ 以 上 ）  


